
「志 賀 山流 にお け る技 法 の段 階 的

習 得 過程(そ の2)」

男踊 り 「松の緑」「老松」を中心に一

志賀山 葵 ・志賀 山 櫻

(目的)

日本舞踊の技法習得は多 くがあいまいで, 易 し

いものから難 しいものへと稽古するうちに習得す

る方法が一般的だが, 志賀山流では技法が段階的

に習得できるように工夫 されている。前年度 「手

習子」「道成寺」を例に挙げ, 主に足に関する技法

の段階的習得について考察を試みた。今回は男踊

りに関して技法の段階的習得法を分析 し, その意

義について考察す る事を研究 目的とする。

(方法)

まず長唄 「松の緑」「老松」を取 り上げ, その同
一技法に注目する。ここでい う同一技法 とは 「ひ

ねって出す」 とい う動 きである。

「ひねって出す」動 きについて

また, VTRを 使用し説明すると共に実演した。

この動きは他流にはあまり見られない動 きの一つ

だと思われる。何故ならこの動きはナンバでなけ

れば出きない動きだからである。ナンバとは同じ

方の手と足が同時に出る事である。又, 「ナンノミ」

と共に 「ひね り」「体軸をまっす ぐにする」「上下

の柱を向 く」など, 志賀山の特徴が多 く見られる。

次に 「松の緑」 と 「老松」を比較 してみる。

この二曲は共に長唄で御祝儀 ものである。志賀

山においてこの二曲は重要な位置を占めている。

志賀山流では御祝儀ものは男踊 りで一貫するのが

原則となってお り, この二曲も例外ではない。
「老松」 → 「松の緑」 → 「北州」 と段階的

習得の為のプログラムがあ り, それぞれ名取, 準

師範, 師範の課題曲となってお り, 総てひねって

出すとい う同一技法が共通して存在する。

それぞれ長唄, 清元と伴奏音楽の種類が異な

り, 所要時間も異なるので比較は.出来ないが, 実

技者からは 「老松」の方がどちらかというと, た

たみこむように 「ひねって出す」動きが出てくる。

つ まり, 一曲を踊 る うち体が馴染んで くるが, 

「松の緑」は後半に二度突然出てくる為にや り直

しのきかない難 しさを感 じる。

また, おすべ りに注目してみると 「老松」は沢

山出てくるが 「松の緑」には一回も出てこない。

(1) (2) (3)

(1)について
・右手、 右足が一緒に出る。差し指の動作(ナ ンバ)

・体重は後の足にかかる。

・伸びている。上の柱向き。

(2)鵜ついて
・下の柱向き。(90度 ひねる)

*腰 が入る。

・体軸は真っす ぐ。両方の足の真ん中に体重がかかる。

・下の柱向きのまま、左足を上の柱へ出す。

・(2)から(3)に移るとき、体重を後の足に移動させ左足を出す。

・この時体軸は真っす ぐで、体重は右足にかかっている。

位置、 向きにつ いて

(1)上の柱
(2)下の柱

(3)おくの上の柱
(4)おくの下の柱

「松の緑」

(解題)「 松の緑」(ま つのみどり)
(年代)安 政年間1854～1859

(作詞)不 詳
(作曲)杵 屋 六翁

(分類)御 祝儀もの
※この時代は三世 中村仲蔵

「老松」.

(解題)「 老松」(お いまつ)

(年代)文 政三年1820
(作詞)謡 曲 「老松」から晴示を受けている.

(作曲)四 世 杵量 六三郎
(分類)御 祝儀もの

※この時代は三世 中村仲蔵 「

「ひ ね っ て 出す 」技 法 の 回数
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おすべ りが多いとい う事が特徴の一つである志賀

山流でこのようにおすべ りが皆無 というのは意図

的と考えられる。

(結果)

以上, 「松の緑」と 「老松」は同一技法をポイン

トとして段階を踏んで稽古する為にプログラムさ

れていると考えられる。「ひね って出す」技法の

中には 「ひね り」 「体軸」「体の向き」「足の動 き」

など, 様々な技法が含まれており, 「松の緑」から

「老松」へと稽古する事によって段階的に技法を

習得する事が可能 となる。

(考察)

では, ここで取 り上げた同一技法の 「ひねって

出す」動きが踊 りそのものにどのような効果を与

えているのか考えてみたい。まずひねって出す為

にナンバとい う動 きがあるが, このナンバは武道

の構え, 農耕作業などに見られるように素朴で力

強い動きである。その動きにひね りが加わる事で

厚みが出て くる。そして後ろの足をすべらせ前に

出す。この時の呼吸は, 

(1)ナンバで出た時に吸う。

(2)ひねった時に止める。

(3)足を出す時に吐く。

となっている。 この呼吸のタイミングと足を前の

方向に出す時に生 じる 「間」が踊 りに不思議な味

付けをするのである。 この 「間」は人それぞれに

異な り同 じ振 りでも人によって違った印象を与え

る。又, 特に御祝儀 ものの場合, 踊 りの中に効果

的に使われる事によって, 改まった感 じや緊張感

を与える事が出来る。

-この技法が見られる踊 り-

長唄 「加賀屋狂乱」「京鹿子娘道成寺」「男舞」清

元 「保名」 「子守」など。

御祝儀ものに限らず, 所作事の中にも多 く出て く

る。

(結論)

前回の研究では 「手習子」 と 「道成寺」を取 り

上げた。この二曲は曲そのものに共通部分があ

り, 段階的習得が取 り入れやすかった。 しか し, 

今回は共通点は長唄で御祝儀ものとい うだけであ

る。その二曲に 「同一技法」を取 り入れ る事に

よって段階的習得を確実なものとしている。実技

者の立場から考えても, 前述の通 りいきな りある

技法を習 うよりも, くり返 しくり返 し学ぶ事に

よって自分の身体に馴染んで くると思 う。つ ま

り, 技法習得の為の近道なのである。

これは非常に論理的に習得法を確立させた先人

の知恵である。また下半身は同じでも上半身を変

える事によってワンパターン化を避け, 振 りにふ

くらみを与えている。これは見逃せない貴重な技

法の一つである。

以上, 「松の緑」「老松」を取 り上げ, 志賀山流

における技法の段階的習得について研究した。こ

こでいう同一技法 「ひねって出す」が, 所作事舞

踊の中ではどのような意義を持つのか, 機会があ

れば取 り上げてみたいと思 う。
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